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1. 事業の概要 

1-1 参加大学名（設置者名） 

順天堂大学大学院医学研究科 
学校法人順天堂（東京都文京区本郷 2 丁目 1 番 1 号） 
学長 木南英紀（事業推進代表者） 

島根大学大学院医学系研究科 
国立大学法人島根大学（島根県松江市西川津町 1060） 
学長 小林祥泰 

鳥取大学大学院医学系研究科 

国立大学法人鳥取大学（鳥取県鳥取市湖山町南 4 丁目 101） 
学長 豐島良太 

岩手医科大学大学院医学研究科 
学校法人岩手医科大学（岩手県盛岡市内丸 19-1） 
理事長 小川彰 

東京理科大学大学院薬学研究科 
学校法人東京理科大学（東京都新宿区神楽坂 1 丁目 3 番地） 
理事長 中根滋（～平成 27 年 9 月 16 日） 

本山和夫（平成 27 年 9 月 17 日～） 

明治薬科大学大学院薬学研究科 
学校法人明治薬科大学（東京都清瀬市野塩 2 丁目 522 番地 1 号） 
理事長 奥山徹 

立教大学大学院理学研究科 

学校法人立教学院（東京都豊島区西池袋 3 丁目 34 番 1 号） 
総長 吉岡知哉 
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1-2 プログラム名 

文部科学省 平成 24 年度 「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」 

1-3 事業名称 

ICT と人で繋ぐがん医療維新プラン 

1-4 本事業の概要 

順天堂大学はがん専門医療者の養成を行い、がん医療の底上げに貢献してきた。今後は、全国のがん患者に均

等に医療者養成の成果を還元し得る臨床の連携、基礎と臨床が協働する医薬看理工連携が課題である。従来、地

方と首都圏大学との人材交流は少なく、地方のがん医療人養成はマンパワーに問題があった。本プランでは、本

学及び連携医科系大学と非医科系大学を ICT と循環型人材交流で結び、地域から世界まで、さらに基礎から臨床

まで俯瞰するがん研究者・医療人の養成を目的とする。具体的には（1）順天堂大学に先導的がん医療開発研究セ

ンターを整備し、これを拠点とし、（2）東京理科大学・明治薬科大学・立教大学との共同橋渡し研究の体制整備

と実施、（3）島根大学、鳥取大学、岩手医科大学の構築するコンソーシアムと理薬工学系大学を ICT と人材交流

で繋ぎ、臨床・研究・教育に一気に風穴をあける平成のがん医療維新を引き起こしたいと考えている。 
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1. 本年度開講コース 

1-1 順天堂大学 
次世代先導的がん研究者養成コース 

大学名等 順天堂大学大学院医学研究科医学専攻（博士課程） 

コースの名称 次世代先導的がん研究者養成コース 

養成する専門分野 がん研究医 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 25 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 医学研究科医学専攻（博士課程）大学院生 

養成する人材像 地域から世界まで俯瞰する力を持ち、高度な研究能力を有する次世代がん研究者の養成をお

こなう。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
がん臨床の専門家と研究者のもとでの研修（演習・実験実習・研究指導等）に加え、連携大

学とのテレビ会議等を利用した講義や合同の研究カンファレンスに参加することにより、履

修者・国内留学生はトランスレーショナルな研究課題のディスカッション・発表会を行うこ

とができる。 
後述の先導的がん医療開発研究センターによる研究コンサルティング等の支援を利用するこ

とで、質の高いがんに関する研究の計画立案・計画書作成を行うことが期待できる。また、

大学間連携事業（ICT 特別講義、FD 研修会、臨床研究チーム研修等）にも積極的に参加す

ることにより、連携大学・協力施設等との共同研究に繋がるシーズを発見することが可能と

なり、質の高い学位論文の公表が見込まれる。さらには、教員同士の人材循環も積極的に促

す仕組みを構築することが可能となり、がん臨床研究の質の向上、がん医療の質の向上が期

待される。 

教育内容の特色等 ICT 環境を利用した講義・カンファレンス、大学間連携事業（FD 研修会等）により、連携

大学との情報交換がより効果的に行われる。また、順天堂大学に新たに整備する「先導的が

ん医療開発研究センター」による研究支援のもと、履修者はがんの研究プロトコール作成等

を効率よく行うことができる。具体的には、基礎データベース活用による研究計画書の精度

を上げる支援および、研究デザインに関する検討・統計的側面からの支援を受けることが可

能である。また、連携大学および協力施設との共同研究計画についても、当該センターが ICT
を積極的に活用し、連携のコーディネートを行うことで、共同研究計画の立案・作成がより

円滑になる。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 5 5 5 5 20

受入目標人数 0 5 5 5 5 20

受入実績 0 12 16 15  43
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1-2 順天堂大学 
次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブ） 

大学名等 順天堂大学大学院医学研究科医学専攻 

コースの名称 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブ） 

養成する専門分野 がん治療 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 25 年 4 月／1 年間（20 講義） 

コースの履修対象者 医師、薬剤師、看護師、その他メディカルスタッフ 

養成する人材像 がん診療の最前線を学ぶとともに、基本的ながん臨床・基礎研究を理解できる次世代がん専

門医療人を養成する。また、地域がん医療の現状や医師不足・地域定着化への連携を理解で

きるメディカルスタッフを育成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
がん診療に関わる医療人の質の底上げが可能になる。がん研究や地域におけるがん医療の現

状を理解することにより、日本、特に東京都・千葉県・静岡県の離島過疎地区におけるがん

の地域医療の均てん化が是正される。 

教育内容の特色等 基礎研究の成果をがん患者の診療の現場に活かすために、臨床に視点においた大学院レベル

の基礎教育を実施する。ICT（TV 会議や e-learning）も活用し、地域がん医療の現状・国際

的ながん医療を学ぶ。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 20 20 20 20 80

受入目標人数 0 10 10 10 10 40

受入実績 0 43 9 111  163
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1-3 島根大学 
地域がん専門医育成コース 

大学名等 島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 

コースの名称 地域がん専門医育成コース 

養成する専門分野 がん化学療法 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 25 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 大学院医学系研究科医科学専攻博士課程 大学院生 

養成する人材像 地域のがん医療の均てん化を図るために、地域に多い高齢者がん医療に精通し、地域連携を

推進し、地域貢献のマインドを有する全人的ながん診療専門医を養成すると共に、リサーチ

マインドを有し、臨床試験を計画し、山陰地区からエビデンスを発信できる能力を育成する。

期待される成果や効果

（アウトカム） 
山陰におけるがん診療医師不在、不足の解消と地域への定着化を促進し、県民が安定したが

ん医療の提供を受けることを可能とする。 

教育内容の特色等 がん診療の基本、治療の適応と禁忌を知り、診療ネットワークの構築について学ぶと共にト

ランスレーショナルリサーチ、臨床試験についての演習を含む教育内容とする。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 3 3 3 3 12

受入目標人数 0 3 3 3 3 12

受入実績 0 1 1 0  2
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1-4 島根大学・鳥取大学 
山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ） 

大学名等 島根大学大学院医学系研究科医科学専攻 
（鳥取大学大学院医学系研究科医学専攻） 

コースの名称 山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ） 
（鳥取大学との合同事業） 

養成する専門分野 地域がん認定医療 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 24 年 10 月／1 年 

コースの履修対象者 地域の医師、薬剤師、看護師、その他メディカルスタッフ 

養成する人材像 山陰地区の日常的がん治療水準向上を目指し、その共通基盤となる臨床腫瘍学の知識・基本

技術に習熟し、医療倫理に基づいたがん治療を実践する優れた医師及びメディカルスタッフ

を養成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
山陰地区におけるがん診療医師及びメディカルスタッフ（看護師、薬剤師、臨床検査技師（細

胞診検査、超音波検査）など）の地域偏在の解消と地域への定着化を促進し、最新がん医療

の学び直しを行うことで、県民が安定したがん医療の提供を受けることを可能とする。 

教育内容の特色等 地域がん診療ネットワークの強化と山陰地区全体のがん医療の均てん化を図る。臨床腫瘍学

の基礎知識、画像診断、がん化学療法、外科治療、集学的治療、緩和医療など幅広いトピッ

クスを公開講座形式で随時開講する。一部の講義は e ラーニングシステムを利用して受講す

ることも可能とする。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 15 15 15 15 15 75

受入目標人数 15 15 15 15 15 75

受入実績 16 26 15 18  75
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1-5 鳥取大学 
がん看護専門看護師養成コース 

大学名等 鳥取大学大学院医学系研究科看護学専攻 

コースの名称 がん看護専門看護師養成コース 

養成する専門分野 がん看護専門看護師 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 27 年 4 月／2 年 

コースの履修対象者 臨床看護経験が5年以上およびがん看護経験が3年以上ある者で本学大学院医学系研究科看

護学専攻博士前期課程（がん看護専門看護師コース）に入学した者。 

養成する人材像 がん看護分野、特に化学療法と緩和ケアの分野において、実践、教育、相談、調整、研究、

倫理において卓越した知識・技能を持つ者。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
がん看護専門看護師が絶対的に不足している山陰両県において、幅広くがん看護の質が向上

するとともに、がんに関わる認定看護師の育成が期待される。地域医療における外来化学療

法および緩和医療において、患者管理や看護実践に対する教育やコンサルテーションが可能

となる。 

教育内容の特色等 がん全般の知識・技術を習熟し、地域医療に活かせる化学療法看護および緩和ケア看護を重

点的に教育する。 

がん看護専門 
看護師 養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 
募集人員 2 2 4

受入目標人数 2 2 4
受入実績 1  1
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1-6 鳥取大学 
がん看護認定看護師養成コース 

大学名等 鳥取大学大学院医学系研究科看護学専攻 

コースの名称 がん看護認定看護師養成コース 

養成する専門分野 ① 認定看護師（がん化学療法看護） 
② 認定看護師（乳がん看護） 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

① 平成 24 年 9 月／7 ヶ月 
② 平成 26 年 9 月／7 ヶ月 

コースの履修対象者 ① 臨床看護経験が 5 年以上および、がん化学療法の臨床経験が 3 年以上ある者で、本学の

定める入学試験に合格した者。 
② 臨床看護経験が 5 年以上および、乳がん看護の臨床経験が 3 年以上ある者で、本学の定

める入学試験に合格した者。 

養成する人材像 ① がん化学療法看護に関して卓越した技能を有する者。本コース終了後、看護協会で定め

る認定看護師認定審査に受験・合格可能な者。 
② 乳がん看護に関して卓越した技能を有する者。本コース終了後、看護協会で定める認定

看護師認定審査に受験・合格可能な者。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
① がん化学療法認定看護師が絶対的に不足している山陰両県において、がん化学療法に対

する知識、技能を習得し、がん患者とのコミュニケーションがスムーズにできる看護師

が養成されることによって、外来がん化学療法の治療環境が良くなり、がん化学療法実

施による副作用等のリスクが少なくなる。 
② 乳がん看護認定看護師が絶対的に不足している山陰両県において、乳がんに対する知識、

技能を習得し、がん患者とのコミュニケーションがスムーズにできる看護師が養成され

ることによって、患者に対する適切なアセスメントを行い、集学的治療および治療に伴

う副作用への専門的ケアとセルフケア確立に向けた指導・相談ができる能力が備わり、

乳がん看護の質向上を図ることができる。 

教育内容の特色等 ① がん化学療法の知識、技能およびコミュニケーション能力の向上により、患者の異変に

対する早期発見・早期対処が可能となる。また、自らの実践力を向上させる能力を育成

する。 
② 乳がんの知識、技能およびコミュニケーション能力の向上により、患者・家族に必要と

される専門的な支援ができる能力を教育する。 

① 認定看護師 
（がん化学療法看護） 
養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 
募集人員 10 10  10 30

受入目標人数 10 10  10 30
受入実績 7 9   16

② 認定看護師 
（乳がん看護） 
養成人数 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 
募集人員 10 10  20

受入目標人数 10 10  20
受入実績 4 3  7
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1-7 岩手医科大学 
緩和ケア地域連携を支援する指導的医療人育成コース 

大学名等 岩手医科大学大学院医学研究科医科学専攻・内科系専攻 

コースの名称 緩和ケア地域連携を支援する指導的医療人育成コース 

養成する専門分野 緩和医療 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 25 年 4 月／修士課程：2 年 博士課程：4 年 

コースの履修対象者 大学院医学研究科医科学専攻応用医科学群 修士課程 
大学院医学研究科内科系専攻臨床腫瘍学 博士課程 

養成する人材像 がん治療経過中の QOL 維持には、地域連携による緩和ケアの持続的な提供が不可欠である。

しかし近年の医師不足に加え、先の震災により、東北における緩和ケアの地域連携は各地で

壊滅的な打撃を受けた。本コースは、各地域の緩和ケア連携体制の再構築および均てん化を

目指し、訪問看護医療も含めた地域ごとの実情に沿った連携システムの整備、ならびに永続

的支援を提供するための、各専門職種からなるスキルミクス指向型の指導的医療人育成を目

標とする。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
 緩和ケアを含めた、がん治療全般に対する知識、技術を修得することにより、各種認定

資格（がん治療認定医、緩和薬物療法認定薬剤師等）の取得を学術的に支援する。 
 各地域において、緩和ケア医療連携が整備されることにより、居住地によらずがん患者

が安定して緩和ケアを受けることが可能となる。 

教育内容の特色等 本コースは、「北東北がん医療コンソーシアム」の現場で活動している各医療専門職を主な

対象として、緩和ケアについての高度な知識・技術を修得するとともに、実践的演習を通じ

て、チーム医療を構成する各職種の専門性を理解し、適切なコミュニケーション、情報の共

有方法、およびチームマネジメントの手法を学ぶ。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 3 3 3 3 12

受入目標人数 0 3 3 3 3 12

受入実績 0 1 2 1  4
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1-8 岩手医科大学 
先導的がん臨床研究に精通した医療人育成コース（インテンシブ） 

大学名等 岩手医科大学大学院医学研究科医科学専攻 

コースの名称 先導的がん臨床研究に精通した医療人育成コース（インテンシブ） 

養成する専門分野  トランスレーショナルリサーチ(TR)マネジメント 
 レギュラトリーサイエンス 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 25 年 4 月／1 年間（3 単位） 

コースの履修対象者 先導的がん医療システム開発コンソーシアム（がん医療イノベーション）の参画者を対象と

する。 
 医師/看護師/薬剤師をはじめとした医療者 
 医療系/理工系研究者 
 医薬品・医療機器開発企業担当者 

養成する人材像 地域で高品位ながん医療を効率的・経済的に運用するため、医療現場のニーズに応じた医薬

品・医療機器の開発を行うため、生命科学あるいは理工系の知識に造詣が深く、TR に精通

し、守られるべき患者の権利を尊重する敬虔な医療人を育成する。さらにレギュラトリーサ

イエンスに精通し、臨床試験を実施できる人材の育成を行う。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
 本インテンシブコースの参加者を中心に、3 年後を目標として大学院博士課程でのコー

ス設立を目指す。専門家の集うインテンシブコースを設立準備機構として位置づけ、大

学院コースに昇華させる。 
 人口移動の少ない岩手の地勢メリットを生かし、長期フォローの可能な、世界的にも類

を見ないがん研究拠点形成の第一歩と期待される。 
 壊滅的な被害を受けた岩手沿岸地域に、先導的ながん医療臨床試験のフロンティアフィ

ールドを整備するために必要な人材が育成され、地域住民の福祉にも直接的に貢献する。

教育内容の特色等  本コースは、異分野の専門職が集い討議するワークショップ形式のプログラムと、TR な

らびにレギュラトリーサイエンスに係る講義を併用し、地域で先導的がん医療を実践す

るために必要な知識を修得する全く新しい試みである。 
 教育課程では東京理科大学大学院との連携を行う。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 0 5 5 5 3 18

受入目標人数 0 5 5 5 3 18

受入実績 0 6 7 4  17
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1-9 東京理科大学 
がんシステム・創薬研究者養成コース 

大学名等 東京理科大学薬学研究科薬科学専攻修士課程 

コースの名称 がんシステム・創薬研究者養成コース 

養成する専門分野 創薬医科学 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 24 年 4 月／2 年 

コースの履修対象者 薬学研究科薬科学専攻修士課程 大学院生 

養成する人材像 がん研究は、がん遺伝子を基点としたオミックスデータやがん細胞の分子生物学的な研究手

法により、がんの複雑さが明らかにされてきてはいるが、まだ十分に御することができない

のが現状である。そのため、(1)がん細胞及び制がん剤作用機序を細胞内シグナル伝達系の

集積による「システム的統合」として理解し、さらに、(2)がん分子標的薬開発を標的タン

パク質の立体構造情報に基づいて理論的に創薬する「in silico 創薬」を理解して、２１世紀

のがんゲノム医療を支える研究者を養成することが重要課題となっている。本研究教育コー

スでは、このような点に焦点を絞り、国際的にも活躍できる優れた創薬研究者を養成する。

期待される成果や効果

（アウトカム） 
本研究教育コースにより、がん病態やがんシグナルパスウェイからがん分子標的の同定や、

制がん剤の作用・副作用機序等を「がん統合システム」として理解し、さらに、コンピュー

タシミュレーション技術を活用してがん分子標的タンパク質の立体構造を基に理論的な創薬

を追及する「in silico 創薬」の重要性を理解した新世代の創薬研究者が輩出されることにな

る。また、本コースで論理的がん戦略を推進する人材が養成されることによって、現在のが

ん研究が直面しているがん幹細胞や新規制がん剤開発等に関する様々な難問、限界を飛び越

え、我が国のがん研究の水準が飛躍的に向上するとともに、がん医療体制を強化するなどの

波及効果が期待される。 

教育内容の特色等 従来の教育コースにはなかった以下の学問領域・演習により成る「がんシステム・創薬学」

について、順天堂大学医学部及び製薬企業等と実質的な連携体制を構築して実施する。この

ような研究教育内容はこれまでになく、極めて独創性に富んでいる。 
(1) 「がんシステム統合学」 

がん細胞内の集積回路の解析とその数理モデル作成によって、個々のがん特異的な遺伝

障害による集積回路の構造的、機能的変化からがん発症の仕組みや特性を理解すること

によって、がんをゲノム・エピゲノムからメタボロームまでを一貫したシステムとして

捉える。さらに、制がん剤の作用機序も細胞内シグナル伝達系集積システムとして理解

する。 
(2) 「ゲノム創薬科学」 

がん遺伝子を基点とした制がん剤開発のためのがん標的タンパク質分子の立体構造情報

に基づく理論的創薬手法を理解する。特にがん遺伝子の変異に対応した最適制がん剤を

理論的に創成するためのコンピュータシミュレーション技術、副作用や薬剤耐性を克服

するための方策を立案する能力を涵養する。 
(3) 「臨床データ・サンプルを用いた研究技法演習」 

順天堂大学医学部と連携し、臨床データやサンプルを用いて上記「がんシステム」、「in silico
創薬手法」、「制がん剤の処方デザイン」などの妥当性・有効性を検証する。このように

臨床と直結した研究技法演習を行う。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 3 5 5 5 5 23

受入目標人数 3 5 5 5 5 23

受入実績 10 6 9 8  33
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1-10 明治薬科大学 
がん薬物療法のファーマシー・サイエンティスト養成教育コース 

大学名等 明治薬科大学大学院薬学研究科薬学専攻博士課程 

コースの名称 がん薬物療法のファーマシー・サイエンティスト養成教育コース 

養成する専門分野 薬剤師 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 24 年 4 月／4 年 

コースの履修対象者 薬学研究科薬学専攻博士課程大学院生・科目等履修生 

養成する人材像 がん薬物治療の集学的治療に貢献できる国際的な薬学知識と研究能力をもつ優れたファーマ

シスト・サイエンティスト(pharmacist scientist)を養成する。 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
 がん薬物療法における薬剤師の貢献に高度な学術的内容を付加できる 
 薬剤師の治療評価診断能力を養成できる 
 社会人大学院生を積極的に受け入れ、がん医療に関わる薬剤師の教育および研究指導者

を養成できる 
 欧米大学との教育連携により国際的レベルの臨床薬剤師育成教育ができる 
 社会人大学院学生に対して各種学会（医療薬学会、臨床薬理学会等）の認定専門薬剤師

取得を学術的に支援できる 

教育内容の特色等  臨床現場で活躍する薬剤師を社会人大学院生として積極的に受け入れ、教育・学術研究

能力を育成する 
 学内および順天堂大学の専門医によるフィジカルアセスメント教育プログラム創設 
 教育連携を実施している欧米 3 大学および順天堂大学医学部から教員を招聘し、日米欧

教育シンポジウムと短期集中がん薬物療法教育プログラムを実施する 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 2 3 3 3 3 14

受入目標人数 2 2 2 2 2 10

受入実績 5 3 7 8  23
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1-11 立教大学 
医学物理研究コース 

大学名等 立教大学理学研究科物理学専攻 

コースの名称 医学物理研究コース 

養成する専門分野 医学物理士 

コースの開始時期／ 
修業年限（期間） 

平成 24 年 4 月／3 年 

コースの履修対象者 理学研究科物理学専攻大学院生（後期課程） 

養成する人材像 放射線の本質を理解し、最先端の放射線計測技術の成果を臨床現場のニーズに合わせて活用

できる能力を有する医学物理研究者及び医学物理士 

期待される成果や効果

（アウトカム） 
 がん治療時のリアルタイムでの照射量測定技術の開発 
 高精度がん治療における品質保証の向上 
 臨床現場と放射線技術開発の密接な連携強化 
 福島原発事故からの復興に関わる保健物理への貢献 

教育内容の特色等  臨床現場に身を置き、現場ニーズにあった放射線制御およびモニター装置の開発等研究

開発能力を備えた博士の育成。 

養成人数 年度 H24 H25 H26 H27 H28 計 

募集人員 2 2 2 3 3 12

受入目標人数 1 1 1 2 2 7

受入実績 1 2 0 0  3
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1-12 がんに特化した講座の設置 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 腫瘍内科学講座 
悪性腫瘍は国民の死亡原因の第 1 位を占め、その治療成績の向上は、我が国の医療における最大の課題であり

ます。そのため、がん対策基本法においても専門的な知識および技能を有する医師その他の医療従事者の育成を

図ることが求められています。 
がんは遺伝子の構造異常により生じる病気であるため、同一の遺伝子異常が複数の臓器がんの原因となってい

ることも稀ではないことから、次代のがん医療従事者はがんという疾患について臓器横断的に俯瞰する視点を持

つ必要があります。腫瘍内科学研究室は、臓器別に理解されている知識を有機的に結びつけ、がん細胞の分子生

物学的特性というミクロのレベルから、実際の患者の発がん、転移などの臨床的病態の理解および治療というマ

クロレベルまで、深い洞察力を持った若い医師の育成のために、がんに特化した講座として新設されました。 
臨床腫瘍学（腫瘍内科学）に関する卒前教育（医学教育）・卒後教育（大学院生に対する研究、論文指導）、研

修医指導などの教育活動のほか、化学療法小委員会やキャンサーボードなど診療科連携などがん治療センターの

運営支援、さらには先導的医療開発センターと共同した連携大学間の研究支援活動などを行っております。 
 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 緩和医療学研究室 

緩和医療学研究室は、自然科学と人間科学を統合した緩和ケア学の確立と教育・実践、緩和医療医養成、緩和

ケアに関心を有する医療従事者の育成、緩和ケア領域における臨床研究を行うことを目的としています。 
本研究室では、附属病院に設置された緩和ケアセンターの運営に携わっています。ペインクリニック医師、メ

ンタルクリニック医師、専門・認定看護師、臨床心理士、薬剤師、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士、医療

ソーシャルワーカーなどで構成される緩和ケアのチーム医療を通じ、病を抱えながら過ごす患者さん（主にがん

の患者さん）とそのご家族に対し、希望を大切に充実した豊かな人生を「生きること」を支援します。多職種間

のコミュニケーションを重視したチーム医療を通じて、がん専門医療人の養成を行います。また、緩和ケア領域

における臨床研究を通じてがん研究者を養成し、患者・家族ケアの質の向上と地域・社会貢献に努めて参ります。 
 

順天堂大学大学院 医学研究科 

順天堂大学医学部 放射線治療学講座 
本講座は、放射線医学講座が放射線診断学講座と放射線治療学講座に発展的に分離、独立しました。設立の目

的は、放射線腫瘍医、医学物理士の有機的統合により高精度放射線治療の基礎および臨床研究を行い、かつ、が

ん治療教育の充実を図ること、また、連携大学との協力による相互の診療と各地域がん診療の充実を図ることで

す。 
放射線治療専門医（7 名）と医学物理士（助教 3 名 助手 1 名）を中心に、大学院生に対する放射線生物学お

よび医学物理学の基礎研究指導を行っています。さらに、基礎研究を基盤に高精度放射線治療の開発研究を進め

ています。連携大学とは臨床面および医学物理面で協力体制の構築を行っています。 
 このような研究・教育体制により「基礎研究に造詣の深い放射線腫瘍医、医学物理士、放射線治療専門技師」

の育成を図っています。 
 

島根大学大学院 医学系研究科 

島根大学医学部医学科 緩和ケア講座 

緩和ケア講座は、教育（卒前、卒後、大学院）、臨床、研究を担当しています。卒前教育としての医学生教育は、

ロールプレイを取り入れたチュートリアル教育と臨床実習で全人的な痛みを理解することに重点を置いています。

当大学病院には、緩和ケア病棟・緩和ケアチーム・緩和ケア外来で臨床実践が行える、全国でも有数の緩和ケア

臨床システムを構築しており、卒後教育として希望する初期研修医には緩和ケア病棟で教育を行い、その後は緩

和ケア専門医育成プログラムによる専門教育を予定しています。他の医療関係者に対しては、島根県と連携した

研修会による緩和ケア専門医療者（医師、医療スタッフ）の認定と育成を行うこと、大学院教育については緩和

ケアを大学院で教育するために痛みの治療と地域連携ケアの研究を、ICT を利用して展開していく方針です。 
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岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 緩和医療学科 
本学科は、緩和ケアの卒前・卒後の教育の確立・実践、臨床研究者の育成、地域ごとの実情に沿った連携シス

テムの整備と各専門職種からなるスキルミクス指向型の指導的医療人の育成を目的としています。 
 

岩手医科大学大学院 医学系研究科 

岩手医科大学 放射線腫瘍学科 
本学科は、放射線腫瘍学の卒前・卒後の教育の確立・実践、地域ごとの実情に沿った連携システムの整備、放

射線治療に生物学的・物理学的最適化戦略を開発・研究するがん放射線治療医の育成を目的としています。 
 

明治薬科大学 

寄付講座 がん先端治療学（アルファ粒子線・免疫治療学） 
がんに対する中性子捕捉療法は難治性がんの治療として注目されています。本講座では、中性子捕捉化合物と

して新規のホウ素およびガドリニウム化合物を本学の化学研究者と共同で開発・改良すること、捕捉化合物をが

ん組織に効率的に送達させる drug delivery system を開発すること、さらにはこれに免疫療法を加味した新規治療

法を開発することを目的としています。今後、本学の創薬研究者との共同研究で新規がん治療法が開発されるこ

とが期待されます。 
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1. 外部評価委員会 

1-1 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン外部評価委員会 

■概要 
(1) 名称 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
ICT と人で繋ぐがん医療維新プラン外部評価委員会 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 11 月 13 日（金）15:00～17:30 
講義会場：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 4 階 405 教室 
 

(3) 評価委員 

・垣添 忠生（公益財団法人 日本対がん協会 会長）※評価委員長 
・眞島 喜幸（特定非営利活動法人 パンキャンジャパン 理事長） 
・高山 智子（国立研究開発法人国立がん研センター がん対策情報センター がん情報提供研究部 部長） 
・石原 浩（文京区 保健衛生部 部長／文京保健所長） 
 
 

(4) 事業概要説明発表担当者 

全体事業概要説明（発表担当：順天堂大学） 
事業推進責任者／順天堂大学 大学院医学研究科長 新井 一 
 
① 教育分野（発表担当：鳥取大学・明治薬科大学） 
 鳥取大学医学部附属病院 がんセンター 教授 辻谷 俊一 
 明治薬科大学 副学長／薬物治療学 教授 越前 宏俊 
② 地域分野（発表担当：島根大学・岩手医科大学） 
 島根大学 内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
 岩手医科大学 腫瘍内科学科 教授 伊藤 薫樹 
③ 研究分野（発表担当：東京理科大学・立教大学） 
 東京理科大学 薬学部生命創薬科学科 教授 早川 洋一 
 立教大学 理学研究科物理学専攻 特任准教授 洞口 拓磨 
④ ICT と大学間連携事業（発表担当：順天堂大学） 
 順天堂大学 大学院医学研究科臨床腫瘍学 教授 加藤 俊介 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料 
・プログラム 
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・出席者リスト 
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・会場の様子 
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2. シンポジウム 

2-1 がんプロ市民公開シンポジウム 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ市民公開シンポジウム「がんの薬物療法、現在と未来」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 6 月 27 日（土）13:00～16:20 
講義会場：東京理科大学野田キャンパス 講義棟 K103 教室 
 

(3) 講演 

・「大腸癌の薬物療法 － 個別化治療の現状と展望」 
 国立がん研究センター東病院 消化管内科 吉野 孝之 科長 
・「がん治療体験者が語る「抗がん剤の副作用」について」 
 三重県がん相談支援センター ピアサポーター 大西 幸次 先生 
・「血液がんの薬物療法 － 内服薬の進歩と課題」 
 筑波大学 医学医療系 血液内科 坂田 麻実子 准教授 
・「患者さんひとりひとりの治療に薬剤師としてできることは」 
 国立がん研究センター東病院 薬剤部 松井 礼子 主任 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：108 名 
 

(5) 主催 

東京理科大学 
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■資料 
・ポスター 
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2-2 がんプロ研究シンポジウム 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ研究シンポジウム「進路の一つとしての海外留学」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 14 日（水）13:00～16:00 
講義会場：順天堂大学 センチュリータワー 北 4 階 405・406 教室 
 

(3) 講演 

第 1 部 MD アンダーソンキャンサーセンターで研究するということ 
・テキサス州立大学 MD アンダーソンキャンサーセンター 山口 浩史 Assistant Professor 
・鳥取大学 医学部附属病院 第一外科（消化器外科） 本城 総一郎 助教 
 
第 2 部 留学経験を生かした現在と今後の展望 
・順天堂大学大学院医学研究科 整形外科・運動器医学 末原 義之 准教授 
・岩手医科大学 産婦人科学講座 小島 淳美 講師 
・明治薬科大学 分析化学教室 鈴木 俊宏 講師 
・立教大学 理学研究科物理学専攻 洞口 拓磨 特任准教授 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：96 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 
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■資料 
・ポスター 
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2-3 がんプロ国際シンポジウム 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ国際シンポジウム「海外で活躍する医物理士」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 11 月 14 日（土）13:00～15:20 
講義会場：立教大学池袋キャンパス 12 号館地下 1 階第 1・2 会議室 
 

(3) 基調講演 

・「Pathway to Medical Physics」 
  Turville Bay MRI & Radiation Oncology Center, Jessica Klaers, Ph.D. 
・「Specificities of Treatment Planning Systems (TPS) Commissioning and Quality Assurance for Different 

Radiation Treatment Modalities」 
  National Institute of Radiological Sciences, Nathalie Fournier Bidoz, Ph.D. 
・「Medical Physics Program in Juntendo University」 
  順天堂大学医学部 放射線医学教室 放射線治療学講座 黒河 千恵 助教 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：28 名 
 

(5) 主催 

立教大学 
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■資料 
・ポスター 
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2-4 がんプロ地域シンポジウム 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ地域シンポジウム「地域におけるがん教育とがんプロ」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時： 平成 27 年 12 月 21 日（月）17:00～19:30 
講義会場：島根大学医学部附属病院みらい棟 4 階 ギャラクシー 
 

(3) 講演 

第 1 部 基調講演 
・「がんプロと大学教育としてのがん教育」 島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学教授 礒部 威 
・「島根県のがん対策とがん教育の現状」 島根県健康福祉部 健康推進課 がん対策推進室室長 半場 祐子 
・「がん教育」はじめの一歩 大田市立川合小学校校長 矢田 悦夫 
・「がん教育とがん哲学外来」 順天堂大学 医学部 病理・腫瘍学教授 樋野 興夫 
 
第 2 部 パネルディスカッション  

「がん教育の均てん化に向けて－大学ミッションを探る－」 
 
コーディネーター： 島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 礒部 威 教授 
パネリスト： 島根県健康福祉部 健康推進課 がん対策推進室 半場 祐子 室長 
  大田市立川合小学校 矢田 悦夫 校長 
  順天堂大学 医学部 病理・腫瘍学 樋野 興夫 教授 
  鳥取大学医学部附属病院 がんセンター 大山 賢治 助教 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：50 名 
 

(5) 主催 

島根大学、鳥取大学 
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■資料 
・ポスター 
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3. ワークショップ 

3-1 連携 7 大学 FD 研修会 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ FD ワークショップ「がん教育を支えるサポーター養成プログラムの案出」 
 

(2) 日時、会場、対象 

開催日時：平成 27 年 8 月 29 日（土）13:30 ～ 平成 27 年 8 月 30 日（日）11:30 
開催会場：盛岡地域交流センター（マリオス）18F 
参加対象：がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン連携 7 大学：教員、がんプロ学生 
 

(3) 講演 

「グローバルな視点からみた地域社会におけるがん教育のあり方」 
① PISA ショック後の教育基本法の改定と学習指導要領の変革 
② 21 世紀を生き抜くコンピテンシーを育てる授業デザイン（アクティブラーニング） 
 
演者：岩手医科大学 医歯薬総合研究所・腫瘍生物学研究部門 前沢 千早 教授 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：33 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 
・開催案内 
 
 

 

  



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 
 

36 
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・タイムテーブル 
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・参加者 
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・会場の様子 
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3-2 臨床研究研修会 

■概要 
(1) 名称 

第 4 回臨床研究研修会 
 

(2) テーマ ※各グループにより次のいずれかを選択 

1. 支持療法ガイドライン作成（手足症候群、末しょう神経障害、間質性肺炎など、現在十分な対応ができてい

ないものを含む）を目的としたがん薬物療法中の副作用データベースの構築： 
…全国ネットワーク形成プロジェクトの提案 

2. 医師・薬剤師・看護師・医学物理士、基礎研究者の偏在解消法の提案： 
…そのための具体的な教育（学生・大学院生・その後の生涯教育いずれも可）カリキュラム作成 

 
(3) 日時、会場、対象 

開催日時：平成 28 年 2 月 27 日（土）13:30 ～ 2 月 28 日（日）11:30 
開催会場：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北 4 階 405・406 教室 
参加対象：がんプロ登録生(大学院生・インテンシブ生)、大学院生、医師、薬剤師、看護師、医学物理士、 

基礎薬学研究者、統計家 
 

(4) 講演（各職種の役割とキャリア・ディベロップメントと現状） 

・「看護師の役割」順天堂医院看護部 中野 真理子 師長  
・「医学物理士の役割」立教大学 理学研究科 物理学専攻 洞口 拓磨 特任准教授   
・「統計学者の役割」大阪大学大学院 医学系研究科 山本 紘司 寄附講座准教授 
・「医師の役割」順天堂大学 乳腺・内分泌外科学 齊藤 光江 教授  
・「チームビルディング」株式会社ビジネスコンサルタント 大崎 桂子 講師 
・「薬剤師の役割」東京理科大学 薬学部 薬学科 小茂田 昌代 教授  
・「昨年度海外研修について」先導的がん医療開発研究センター 今井 美沙 助教  
 

(5) 参加者の概要 

参加者数：63 名 
 

(6) 主催 

順天堂大学 
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■資料 

・実施要領 
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・参加者リスト 
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・アンケート 
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・会場の様子 
 

1 日目：グループワーク 

   

 

 

 
2 日目：発表と質疑応答 2 日目：表彰式 
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4. 各大学企画講座・連携企画講座 

4-1 順天堂大学 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブコース） 
【医師・研究者向け講義】 

■概要 
(1) 名称 

がんプロインテンシブコース【医師・研究者向け講義】 
 

(2) 講義概要 

・第 1 回 
講義名称：論文を読む・書くための基礎 (1) 
開催日時：平成 27 年 6 月 4 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：アラメディック株式会社 代表取締役社長 林 健一 先生 

 
・第 2 回 

講義名称：統計学の基礎 (1) 
開催日時：平成 27 年 6 月 11 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 大津 洋 非常勤助教 

 
・第 3 回 

講義名称：論文を読む・書くための基礎 (2) 
開催日時：平成 27 年 6 月 18 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 北 3 階 306 教室 
講  師：アラメディック株式会社 代表取締役社長 林 健一 先生 

 
・第 4 回 

講義名称：統計学の基礎 (2) 
開催日時：平成 27 年 6 月 25 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 大津 洋 非常勤助教 

 
・第 5 回 

講義名称：臨床研究の倫理面での配慮 
開催日時：平成 27 年 7 月 2 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：順天堂大学 臨床研究支援センター 奥澤 淳司 准教授 

 
・第 6 回 

講義名称：安全性情報の管理 
開催日時：平成 27 年 7 月 9 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 大津 洋 非常勤助教 
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・第 7 回 
講義名称：疫学研究の基礎 
開催日時：平成 27 年 7 月 16 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 北 4 階 405 教室 
講  師：順天堂大学 臨床研究支援センター 野尻 宗子 准教授 

 
・第 8 回 

講義名称：研究成果と医療・患者とのコミュニケーション 
開催日時：平成 27 年 7 月 23 日（木）18:00～19:30 
開催場所：センチュリータワー 南 4 階 403 教室 
講  師：順天堂大学 臨床薬理学 佐瀬 一洋 教授 

 
 
 

4-2 順天堂大学 次世代先導的がん専門医療人養成コース（インテンシブコース）

【医学物理・放射線関係講義】 

■概要 
(1) 名称 

がんプロインテンシブコース【医学物理・放射線関係講義】 
 

(2) 講義概要 

・第 1 回 
講義名称：計算解剖と主成分分析の基礎、さらにニッチな画像ベース放射線治療研究 
開催日時：平成 28 年 1 月 16 日（土）16:30～18:30 
開催場所：センチュリータワー 北 3 階 306 教室 
講  師：九州大学大学院医学研究院 保健学部門医用量子線科学分野 有村 秀孝 先生 
共  催：立教大学がんプロ運営委員会 
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4-3 順天堂大学 企画講座（セミナー等） 

■セミナー① 概要 
(1) 名称 

「日本における胃がん及びその化学療法の現状について 
－The current status of stomach cancer and its chemotherapy in Japan－」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 4 月 2 日（木）／ 4 月 16 日（木）10:00～11:30 
講義会場：4 月  2 日（木）センチュリータワー北 4F 405 教室 

4 月 16 日（木）10 号館 1F 105 教室 
 

(3) 演者 

・4 月 2 日（木） 
 

講演 1 
「胃がんの手術、標準的開腹手術と吻合 
－Standard method of gastrectomy and anastomosis in Japan－」 
順天堂大学 食道・胃外科 岩沼 佳見 准教授  

 
講演 2 

「胃がんの化学療法について」 
順天堂大学 腫瘍内科学 加藤 俊介 教授 

 
・4 月 16 日（水） 
 

講演 1 
「日本における早期胃がん内視鏡治療の現状について」 
順天堂大学 消化器内科 松本 健史 准教授  

 
講演 2 

「胃がんの化学療法について」 
順天堂大学 腫瘍内科学 加藤 俊介 教授 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：4 月  2 日（木）：33 名 
4 月 16 日（木）：34 名 

 
(5) 主催 

順天堂大学 
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■セミナー② 概要 
(1) 名称 

〜「 研究を楽しむためのセミナー 2015〜  OncomineTM
を用いた研究とその展望」 

 
(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 6 月 12 日（金）／ 7 月 8 日（水）18:30～20:00 
講義会場：6 月 12 日（金）センチュリータワー南 4F 403 教室 

7 月 8 日（水）センチュリータワー北 4F 405 教室 
 

(3) 演者 

講演 1 
「P53 mutation predicted expression profile を用いた多癌種の予後予測」 
順天堂大学 腫瘍内科学 山口 茂夫 先生 
 
講演 2 

「医学研究とバイオインフォマティクス・データベース」 
順天堂大学 ゲノム・再生医療センター 茂櫛 薫 先生  
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：6 月 12 日（金）：24 名 
7 月 8 日（水）：55 名 

 
(5) 主催 

順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 

■セミナー③ 概要 
(1) 名称 

特別セミナー 
「Multidisciplinary Research Projects at the Department of Translational Molecular Pathology of  
MD Anderson Cancer Center」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 8 月 11 日（火）10:30～11:30 
講義会場：センチュリータワー北 3F 306 教室 
 

(3) 演者 

藤本 淳也 先生 
Assistant Professor, Department of Translational Molecular Pathology, Division of Pathology/ 
Laboratory Medicine, The University of Texas MD Anderson Cancer Center 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：18 名 
 

(5) 主催、共催 

主催：順天堂大学 乳腺・内分泌外科学教室 
共催：先導的がん医療開発研究センター 
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■セミナー④ 概要 
(1) 名称 

「〜研究を楽しむためのセミナー 2015〜  
“Targeting Cancer Bone Metastatic Niche by microRNA”」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 11 月 13 日（金）8:00～9:00 
講義会場：センチュリータワー南 4F 403 教室 
 

(3) 演者 

Yihong Wan, Ph.D. 
Associate Professor, Dept of Pharmacology, UT Southwestern Med Center, TX 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：25 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 乳腺・内分泌外科学教室、先導的がん医療開発研究センター 

■セミナー⑤ 概要 
(1) 名称 

放射線治療学講座セミナー 
「ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の現状と将来展望」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 2 月 9 日（火）19:00～20:00 
講義会場：センチュリータワー北 3F 306 教室 
 

(3) 演者 

京都大学原子炉実験所 粒子線腫瘍学研究センター 粒子線腫瘍学 鈴木 実 教授 
 

(4) 主催、共催 

主催：順天堂大学大学院 医学研究科 放射線治療学 
共催：がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
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■セミナー⑥ 概要 
(1) 名称 

〜「 研究を楽しむためのセミナー 2015〜  
“Dynamic Role of the GTP Energy Metabolism in Cancers”」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 3 月 11 日（金）18:00～19:30 
講義会場：センチュリータワー北 3F 306 教室 
 

(3) 演者 

佐々木 敦朗 先生 
Ph.D  Assistant Professor 
UC Cancer Institute: Dept. Internal Medicine, Div. Hematology & Oncology, 
UC Neuroscience Institute: Brain Tumor Center 
University of Cincinnati, College of Medicine 
 

(4) 主催 

順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 
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■資料 
・ポスター（セミナー①） 
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■資料 
・ポスター（セミナー②） 
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■資料 
・ポスター（セミナー③） 
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■資料 
・ポスター（セミナー④） 
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■資料 
・ポスター（セミナー⑤） 
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■資料 
・ポスター（セミナー⑥） 
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4-4 順天堂大学講演会「がん教育を進めるにあたって」 

■概要 
(1) 名称 

がん教育講演会「がん教育を進めるにあたって」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 10 月 21 日（水）18:00～20:00 
講義会場：センチュリータワー南 10F 
 

(3) 演者 

講演 1 
「がんの基礎知識とがん教育の現状」 
順天堂大学大学院医学研究科 臨床腫瘍学 加藤 俊介 教授 
 
講演 2 

「今後のがん教育の在り方」 
順天堂大学大学院医学研究科 分子病理病態学 樋野 興夫 教授 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：120 名 
 

(5) 主催 

順天堂大学 先導的がん医療開発研究センター 
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■資料 

・ポスター 
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・ポスター 
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4-5 順天堂大学 キャンサーボード 

■概要 

・キャンサーボード① 
肝胆膵外科症例：膵嚢胞性腫瘍の症例 
開催日時：平成 28 年 1 月 14 日（水） 
関 連 科：消化器内科、放射線科、病理診断科、糖尿病内科 

 
・キャンサーボード② 

大腸肛門外科症例：上行結腸癌術後に骨盤内再発が疑われる症例 
開催日時：平成 28 年 1 月 21 日（水） 
関 連 科：放射線診断・放射線治療・腫瘍内科・緩和ケア・病理診断科 

 
・キャンサーボード③ 

形成外科症例：右鼠蹊部皮膚瘻の症例 
開催日時：平成 28 年 2 月 4 日（水） 
関 連 科：大腸肛門外科・泌尿器科・形成外科・整形外科・放射線科・腫瘍内科 

 
・キャンサーボード④ 

耳鼻科症例：進行中咽頭癌の症例 
開催日時：平成 28 年 2 月 18 日（水） 
関 連 科：放射線科（診断・治療）・腫瘍内科 

 
・キャンサーボード⑤ 

1. 小児科症例：胸壁原発ユーイング肉腫の症例 
2. 皮膚科症例：悪性黒色腫の症例 
開催日時：平成 28 年 2 月 25 日（木） 
関 連 科：腫瘍内科、小児外科、整形外科、放射線科（診断） 

 
・キャンサーボード⑥ 

1. 総合診療科症例：腫瘍性低リン血症性骨軟化症の症例 
関 連 科：腫瘍内科、整形外科、放射線科、糖尿病・内分泌内科 
2. 大腸肛門外科症例：潰瘍性大腸炎で全結腸切除術後の残存直腸に colitic cancer を発症した症例 
関 連 科：放射線科、病理診断科、婦人科、小児外科 
開催日時：平成 28 年 3 月 10 日（木） 
 
以降、平成 28 年 3 月 17 日（木）、平成 28 年 3 月 24 日（木）開催予定 
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4-6 島根大学・鳥取大学 
山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ）夏季セミナー 

■概要 
(1) 名称 

山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ）夏季セミナー 
 

(2) 日時、場所、講師 

開催日時：平成 27 年 9 月 13 日（日）8:30～16:30 
開催場所：鳥取大学医学部附属病院がんセンターキャンサーボード 

島根大学医学部附属病院みらい棟 4 階ギャラクシー 
サテライト会場（TV 会議システムで受講）： 

鳥取市立病院、鳥取県立厚生病院、鳥取県立中央病院、鳥取赤十字病院、鳥取生協病院、 
島根県済生会江津総合病院、町立奥出雲病院、出雲市立総合医療センター、浜田医療センター 

講師： 外部講師、鳥取大学医学部教職員、島根大学医学部教職員 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：43 名 
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■資料 
・ポスター 
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4-7 島根大学 第 6 回島大総合医セミナー 

■概要 
(1) 名称 

第 6 回島大総合医セミナー 
「－がん診療におけるかかりつけ医、総合医、専門医の融合－」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：（第 1 部）平成 27 年 4 月 24 日（金）19:00～21:00 
（第 2 部）平成 27 年 4 月 25 日（土）9:00～12:00 

講義会場：島根大学医学部附属病院 みらい棟 4 階ギャラクシー 
 

(3) 演者 

【第一部】 
講演 1：がんのリスクファクター 

島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 礒部 威 教授  
講演 2：自覚症状から想起されるがんの病態  

飯塚病院 総合診療科 診療部長 清田 雅智 先生 
講演 3：がん治療の最前線 －米国腫瘍内科専門医が語る－ 

サウスカロライナ医科大学 腫瘍内科 白井 敬祐 准教授 
 

【第二部】 
特別講演：「米国におけるがん専門医トレーニング」 

サウスカロライナ医科大学 腫瘍内科 白井 敬祐 准教授 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：51 名 
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・会場の様子 
 

症例検討では、米国形式の症例検討が行われ、様々な角度から症例について考察しました。活発な意見交換、

質疑応答が行われ大変すばらしい会となりました。 
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4-8 島根大学 肺癌国際シンポジウム 
～地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究～ 

■概要 
(1) 名称 

「肺癌国際シンポジウム ～地域から首都圏、そしてアジアまで俯瞰する肺がん研究～」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 14 日（木）17:00～19:35 
講義会場：島根大学医学部附属病院みらい棟 4 階ギャラクシー 
 

(3) 演者 

・「岩手医科大学における肺がんの橋渡し研究と臨床試験」 
岩手医科大学 呼吸器・アレルギー・膠原病内科 森川 直人 助教 

・「第 3 世代 EGFR-TKI 承認に向けて －現状と課題－」 
順天堂大学医学部 呼吸器内科  高 遼 先生 

・「遺伝子診断を制する者は肺癌を制す」 
国立研究開発法人 国立がん研究センター  
先端医療開発センター トランスレーショナルリサーチ分野  
任意研修医 阪本 智宏 先生 

・「がん化学療法に伴う好中球減少の予測因子としての NAMPT 活性および SIRT1 遺伝子発現に関する検討」 
島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 津端 由佳里 助教 

・「タイにおける肺がん治療と研究の現状」 
タイ ラマティボディ病院 医学部内科学臨床腫瘍学講座  
Thanyanan Reungwetwattana 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：69 名 
 

(5) 主催 

島根大学 
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■資料 
・ポスター 
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4-9 島根大学・東京理科大学 
トランスレーショナルリサーチセミナー 

■概要 
(1) 名称 

トランスレーショナルリサーチセミナー 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 18 日（月）17:30～20:40 
講義会場：島根大学医学部附属病院外来中央診療棟 3 階「だんだん」 
 

(3) 演者 

・「呼吸器・臨床腫瘍学 up-to-date」 
島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 礒部 威 教授 

・「肺癌の臨床・遺伝子検索の重要性とその方法」 
島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 沖本 民生 助教 

・「PI3K 阻害剤封入リポソームによる肺気腫改善効果」 
東京理科大学 本村 知己 先生 

・「活性型 VitaminＸ封入リポソームの有用性に関する研究」 
東京理科大学 阿部 香織 先生 

・「がん化学療法における好中球減少症の予測因子の同定」 
東京理科大学 矢野 傑士 先生 

・「デジタル PCR の紹介」 
東京理科大学 矢野 傑士 先生、後藤 歩 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：16 名 
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・会場の様子 
 

がんプロ共同研究事業を行っている、東京理科大学 薬学部 助教 堀口道子先生と学生と島根大学医学部附

属病院 呼吸器・化学療法内科医局員が参加し、研究についての発表を行いました。質疑応答が活発に行われ、

今後に繋がる有意義な会となりました。 
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4-10 島根大学 大田市立川合小学校病院見学 

■概要 
(1) 名称 

大田市立川合小学校病院見学 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 2 月 15 日（月）10:00～13:30 
会  場：島根大学医学部附属病院 
見学場所：緩和ケア病棟、外来化学療法室（薬剤調整室含む）、クリニカルスキルアップセンター 
 

(3) 見学内容概略 

1. 島根大学医学部附属病院 施設概要  
☆ 病院の理念、目標、施設の紹介 

2. 病院内探索  
☆【医療従事者の紹介､業務内容について】医師、看護師、薬剤師など 

 
(4) 参加者の概要 

見学者：大田市立川合小学校 計 18 名 
6 年生児童 12 名、引率教員 4 名（吉田ゆりか 岸本留実 山田友香 矢田悦夫） 
同行 2 名（大田市役所 田中由紀子 三浦政子） 

 
対応者：島根大学医学部内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 礒部 威 教授 
    島根大学医学部 緩和ケア講座 中谷 俊彦 教授 
    島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 津端 由佳里 助教 
    島根大学医学部附属病院 クリニカルスキルアップセンター長・講師 狩野 賢二先生 
    島根大学医学部附属病院 クリニカルスキルアップセンター インストラクター 大和田 芽衣子 先生 
    島根大学医学部附属病院 クリニカルスキルアップセンター インストラクター 佐藤 直 先生 
    島根大学医学部附属病院 特殊診療施設 外来化学療法室 妹尾 尚美 看護師 
    島根大学医学部附属病院 薬剤部 副薬剤部長 玉木 宏樹 先生 
 

(5) 主催 

島根大学 
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・スケジュール 
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4-11 島根大学 江津市民公開講座 ～江津のがん医療のこれからを考えよう～ 

■概要 

この市民公開講座は島根県内の一般の方を対象にがん治療の情報提供の場、そしてがんプロ事業紹介の場とし

て平成２５年度から開催しています。第３回目となる今回の市民公開講座でははじめに、山陰がん認定医療スタッ

フ育成コース（インテンシブ）修了証授与式を行いました。昨年度の済生会江津総合病院のインテンシブコース

修了者５名のうち、2 名の方に修了証を授与し、一般の方に地域の医療スタッフががんについて勉強されていると

いうことを紹介する場となりました。 
 
(1) 名称 

第 3 回江津市民公開講座 ～江津のがん医療のこれからを考えよう～ 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 2 月 28 日（日）14:00～16:00 
講義会場：江津市総合市民センターホール 
 

(3) 演者 

【第 1 部】 
1.「話題となっている「がん免疫療法」の真相」 

島根大学医学部 内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 先生 
 
2.「体にやさしい放射線治療」 

島根大学医学部 放射線医学講座 放射線腫瘍学 教授 猪俣 泰典 先生 
 
3. 〜「緩和ケアについて 島根大学病院の取り組み～」 

島根大学医学部 緩和ケア講座 教授 中谷 俊彦 先生 
 

(4) 参加者の概要 

一般の方の参加者数：109 名 
 

(5) 主催 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（島根大学） 
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■資料 
・ポスター 
 



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 

85 

・会場の様子 
 

はじめに、山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ）修了証授与式を行いました。昨年度の済

生会江津総合病院のインテンシブコース修了者 5 名のうち、2 名の方に修了証を授与し、一般の方に地域の医療

スタッフががんについて勉強されているということを紹介する場となりました。 
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4-12 島根大学 企画講座（セミナー等） 

■概要 
(1) 名称 

第 2 回 島根呼吸器診療スキルアップセミナー 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 11 月 15 日（日）9:00～17:00 
講義会場：島根大学医学部附属病院 2 階 クリニカルスキルアップセンター 
 

(3) 主旨・目的 

医学生を対象とし、呼吸器診療に必要な技術と知識を教育し、呼吸器診療の素晴らしさを体感してもらう。器

官挿管や動脈血液ガス分析、気管支鏡検査、胸腔穿刺といった手技を、座学だけでなくシミュレーターを用い

た実践的なセミナーを行います。 

■概要 
(1) 名称 

Regenerative Medicine seminar 2015『がん幹細胞研究の新展開』 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 12 月 8 日（火）18:00～19:30 
講義会場：島根大学医学部附属病院 講義棟 1 階国際交流ラウンジ 
 

(3) 演者 

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所遺伝子制御研究部門 佐谷 秀行 教授 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：28 名 
 

(5) 主催 

島根大学 

■概要 
(1) 名称 

メディカル オンコロジスト養成 気管支鏡ハンズオンセミナー 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 12 月 18 日（金）14:00～18:00 
講義会場：（第一部）島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 

（第二部）島根大学医学部附属病院 外来中央診療棟 3 階だんだん 
 

(3) 演者 

（第一部進行） 島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 星野 鉄兵 助教、濱口 俊一 助教 
（第二部）司会：島根大学医学部附属病院 呼吸器・臨床腫瘍学 沖本 民生 助教 
 
講演：「肺がん組織を確実に採取するために！ -re-biopsy を指向した気管支鏡戦略」 

聖マリアンナ医科大学病院 栗本 典昭 教授 
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(4) 参加者の概要 

参加者数：6 名 
 

(5) 主催 

島根大学 

■概要 
(1) 名称 

神在りの圀 がんメディカルカフェ 
 

(2) 開催日 

平成 27 年 4 月 26 日（日） 
平成 27 年 6 月 21 日（日） 
平成 27 年 7 月 26 日（日） 
平成 27 年 9 月 27 日（日） 
平成 27 年 11 月 15 日（日） 
平成 27 年 12 月 27 日（日） 
 

(3) 趣旨・目的 

がん患者様、ご家族様とお茶を飲みながらなんでもお話しいただく場として開催。 
主治医ではないがん治療の専門医が、カフェに居て、がん患者や家族が抱えている悩みについて話を聴くこと

で、「隙間」を埋めていく。 
 

(4) 主催 

島根大学 

■概要 
(1) 名称 

緩和ケア委員会（TV カンファレンス） 
 

(2) 開催日 

平成 27 年 4 月 27 日（月） 
平成 27 年 6 月 22 日（月） 
平成 27 年 7 月 27 日（月） 
平成 27 年 8 月 24 日（月） 
平成 27 年 9 月 28 日（月） 
平成 27 年 10 月 26 日（月） 
平成 28 年 2 月 22 日（月） 
 

(3) 趣旨・目的 

島根大学医学部と連携している済生会江津総合病院を ICT で繋ぎ月 1 回カンファレンスを行うことで、地域診

療の均てん化を図る。 
 

(4) 主催 

島根大学 
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■概要 
(1) 名称 

患者さんと家族のためのセミナー 
 

(2) 開催日 

平成 27 年 9 月 24 日（木） 
平成 27 年 10 月 28 日（水） 
平成 27 年 11 月 19 日（木） 
平成 28 年 2 月 18 日（木） 
 

(3) 趣旨・目的 

平成 27 年度は肺がんの領域について、島根大学病院外来患者・入院患者様、そのご家族様を対象にセミナーを

開催。 
 

(4) 主催 

島根大学 
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4-13 鳥取大学 市民公開講座 「がん治療の進歩は何を変えるのか」 

■概要 
(1) 名称 

市民公開講座 「がん治療の進歩は何を変えるのか」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 24 日（日）13:00～16:10 
開催会場：米子コンベンションセンター 国際会議室 
 

(3) 内容 

講演 1：がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 
島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 礒部 威 先生 

 
講演 2：手術療法 

鳥取大学医学部附属病院 第一外科診療科群消化器外科 齊藤 博昭 先生 
 

講演 3：抗がん剤治療 
順天堂大学医学部附属病院 順天堂医院 腫瘍内科 加藤 俊介 教授 

 
講演 4：緩和ケア 

岩手医科大学附属病院 緩和ケア科 木村 祐輔 先生 
 

講演 5：放射線治療 
鳥取大学医学部附属病院 放射線診療科群放射線治療科 内田 伸恵 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：46 名 
 

 
  



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 
 

90 

■資料 

・ポスター 
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4-14 鳥取大学 企画講座（セミナー等） 

■概要 
(1) 名称 

中海緩和ケア研究会 
 

(2) 会場 

鳥取大学医学部臨床講義室 
 

(3) 日時、内容 

第 1 回：平成 27 年 7 月 26 日（日）13:00～16:00 
一般演題「中海緩和ケア研究会一般演題 (1)」 
一般演題「中海緩和ケア研究会一般演題 (2)」 
基調講演「今日のがん医療の展開と緩和ケアの役割」 

鳥取大学医学部附属病院がんセンター 辻谷 俊一 先生 
特別講演「切れ目のないがん治療のためのアドバンスケアプランニングについて考えましょう」 

安来第一病院院長 杉原 勉 先生 
 
第 2 回：平成 28 年 1 月 31 日（日）12:00～16:00 

ランチョンセミナー「がん疼痛治療科の最前線～アセトアミノフェン静注薬の可能性～」 
公益財団法人 がん研究会有明病院 がん疼痛治療科 部長 服部 政治 先生 

一般演題 講演 1「鳥取県東部地域の緩和ケア事情～私がめざしたホスピスへの道～」 
鳥取生協病院 病院部長・緩和ケア病棟専門医 竹内 勅 先生 

講演 2「島根大学の緩和ケア～医学教育と地域連携～」 
島根大学医学部緩和ケア講座教授 中谷 俊彦 先生 

■概要 
(1) 名称 

鳥取大学医学部附属病院がんセミナーICT 
 

(2) 会場 

鳥取大学医学部附属病院 第 2 中央診療棟 2 階 キャンサーボード 
ICT 接続先：鳥取市立病院、鳥取県立中央病院、鳥取県立厚生病院、米子医療センター、鳥取赤十字病院、 

鳥取生協病院、野鳥病院、山陰労災病院、博愛病院 
 

(3) 日時、内容 

第 1 回：平成 27 年 5 月 7 日（木）18:30～20:00 参加者数：46 名 
第 1 部「卵巣がんに対する標準治療アップデート」 

鳥取大学医学部附属病院 女性診療科 板持 広明 先生 
第 2 部「皮膚がんの診断と治療」 

鳥取大学医学部附属病院 皮膚科 吉田 雄一 先生 
第 3 部「がん疼痛緩和における神経ブロックの適応」 

鳥取大学医学部附属病院 麻酔科 大槻 明広 先生 
 
第 2 回：平成 27 年 6 月 4 日（木）18:15～20:00 参加者数：58 名 

第 1 部「食道癌治療」 鳥取大学医学部附属病院 第一外科 福本 陽二 先生 
第 2 部「腎細胞癌の診断と治療（最新の治療も含めて）」 

鳥取大学医学部附属病院 泌尿器科 瀬島 健裕 先生 
第 3 部「がん診療における精神症状～抑うつや不安・せん妄のマネジメント～」 

鳥取大学医学部附属病院 精神科 三浦 明彦 先生 
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第 3 回：平成 27 年 7 月 2 日（木）18:15～20:00 参加者数：35 名 
第 1 部「非小細胞肺癌の内科的治療」 

鳥取大学医学部附属病院 第三内科 木下 直樹 先生 
第 2 部「転移性脳腫瘍症例における化学療法の役割」 

鳥取大学医学部附属病院 脳神経外科 神部 敦司 先生 
第 3 部「有害事象～レジメンによる管理・予防が重要な有害事象」 

鳥取大学医学部附属病院 薬剤部 長谷川 一将 先生 
 
第 4 回：平成 27 年 8 月 6 日（木）18:15～20:00 参加者数：53 名 

講演１「肝がんの予防と治療」 鳥取大学医学部附属病院 第二内科 大山 賢治 先生 
講演 2 転移性骨腫瘍の診断と治療-多科・多職種連携の必要性-」 

鳥取大学医学部附属病院 整形外科 山家 健作 先生 
講演 3「『口腔ケア』で支えるがん化学療法」 

鳥取大学医学部附属病院 歯科口腔外科 田部 有子 先生 
 
第 5 回：平成 27 年 9 月 3 日（木）18:15～20:00 参加者数：53 名 

講演 1「前立腺がんの診断と治療」 
鳥取大学医学部附属病院 泌尿器科 森實 修一 先生 

講演 2「悪性リンパ腫診断の注意点」 
鳥取大学医学部附属病院 血液内科 元倉 徹 先生 

講演 3「がんのリハビリテーション」 
鳥取大学医学部附属病院 リハビリテーション部 山川 隆 先生 

 
第 6 回：平成 27 年 10 月 1 日（木）18:15～20:00 参加者数：63 名 

講演 1「ガイドラインに基づいた胃癌治療」 
鳥取大学医学部附属病院 第一外科 齊藤 博昭 先生 

講演 2「小細胞肺がんの話題」 鳥取大学医学部附属病院 化学療法センター 上田 康仁 先生 
講演 3「基本的な放射線治療について」 

鳥取大学医学部附属病院 放射線治療科 田原 誉敏 先生 
 
第 7 回：平成 27 年 11 月 5 日（木）18:15～20:00 参加者数：63 名 

講演 1「白血病治療の進歩」 鳥取大学医学部附属病院 血液内科 元倉 徹 先生 
講演 2「がん化学療法と食事」 鳥取大学医学部附属病院 栄養管理室 成瀬 隆弘 先生 
講演 3「乳がん診療のトピックス」 

鳥取大学医学部附属病院 乳腺内分泌外科 村田 陽子 先生 
 
第 8 回：平成 27 年 12 月 3 日（木）18:15～20:00 参加者数：63 名 

講演 1「子宮頸がんと体がんの標準治療」 
鳥取大学医学部附属病院 女性診療科 大石 徹郎 先生 

講演 2「頭頸部癌の診断と治療」 
鳥取大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科 藤原 和典 先生 

講演 3「新しい腹水治用・KM-CART（腹水ろ過濃縮再静注法）」 
鳥取大学医学部附属病院 緩和ケアセンター 吉本 美和 先生 

 
第 9 回：平成 28 年 1 月 7 日（木）18:15～20:00 参加者数：57 名 

講演 1「膵癌診療のエビデンス」 
鳥取大学医学部附属病院 第二内科 松本 和也 先生 

講演 2「口腔がんの診断と治療」 
鳥取大学医学部附属病院 歯科口腔外科 小谷 勇 先生 

講演 3「大学病院における緩和ケアチームとは」 
鳥取大学医学部附属病院 がんセンター 上田 恵巳 先生 

 
第 10 回：平成 28 年 2 月 4 日（木）18:15～20:00 参加者数：69 名 

講演 1「鳥取県小児がんの現状」 
鳥取大学医学部附属病院 小児科 上山 潤一 先生 

講演 2「甲状腺がんについて」 鳥取大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科 小山 哲史 先生 
講演 3「がん患者が活用できる社会資源と地域連携」 

鳥取大学医学部附属病院 医療福祉支援センター 森脇 英子 先生 
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第 11 回：平成 28 年 3 月 3 日（木）18:15～20:00 参加者数：31 名 
講演 1「胆道癌の診療」 鳥取大学医学部附属病院 第二内科 原田 賢一 先生 
講演 2「大腸癌の標準治療」 鳥取大学医学部附属病院 第一外科 前田 佳彦 先生 
講演 3「がん救急」 鳥取大学医学部附属病院 がんセンター 辻谷 俊一 先生 

 

■概要 
(1) 名称、会場 

鳥取大学医学部附属病院 がんセンター遺伝子診療科 公開セミナー 
会場：鳥取大学医学部 臨床講義室 
 

(2) 日時、内容 

開催日時：平成 27 年 9 月 16 日（水）18:00～19:00 
がん哲学外来－「がん教育」における対話学－ 

順天堂大学医学部 病理・腫瘍学教授（一般社団法人がん哲学外来理事長）

樋野 興夫 先生 

■概要 
(1) 名称、会場 

鳥取大学医学部附属病院 がんセンター公開セミナー 
会場：鳥取大学医学部附属病院キャンサーボード 
 

(2) 日時、内容 

開催日時：平成 28 年 1 月 22 日（金）18:30～20:10 参加者数：50 名 
一般講演「胃癌手術における周術期静脈血栓塞栓の現状」 

鳥取大学医学部 病態制御外科学 尾崎 智博 先生 
特別講演「癌と静脈血栓塞栓症－NOAC 時代のマネジメント－」 

三重大学大学院循環器・腎臓内科学客員教授 
村瀬病院 副院長／肺塞栓・静脈血栓センター長 中村 真潮 先生 

■概要 
(1) 名称、会場 

がん医療セミナー（地域に暮らすがんと共に生きる人を支える） 
会場：全日空ホテル 
 

(2) 日時、内容 

第 1 回：平成 27 年 10 月 3 日（土）10:00～12:00 参加者数：63 名 
講演「地域に暮らすがんと共に生きる人を支える」 

暮らしの保健室 室長 秋山 正子 先生 
 
第 2 回：平成 28 年 1 月 11 日（月・祝）13:30～15:30 参加者数：67 名 

講演「緩和ケアにおけるコミュニケーションスキル」 
広島大学大学院 医歯薬保健学研究院 教授 岡村 仁 先生 

 
第 3 回：平成 28 年 2 月 28 日（日）13:00～15:00 参加者数：74 名 

講演「がんと共に生きる人へのセルフマネジメント支援」 
防衛医科大学校医学教育部看護学科 教授 安酸 史子 先生 
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4-15 岩手医科大学 講演会「乳がん手術のエビデンスと実践」 

■概要 
(1) 名称 

「乳がん手術のエビデンスと実践」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 7 月 24 日（金）18:00～20:00 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 2 講義室 
 

(3) 演者 

【第一部 講演】 
・「乳癌手術の歴史と今後の方向性」 

順天堂大学 乳腺・内分泌外科学 教授 齊藤 光江 先生 
 
・「最新のセンチネルリンパ節生検と今後の方向性」 

聖マリアンナ医科大学 乳腺・内分泌外科 教授 津川 浩一郎 先生 
 

【第二部 パネルディスカッション】 
順天堂大学 乳腺・内分泌外科学 教授 齊藤 光江 先生 
聖マリアンナ医科大学 乳腺・内分泌外科 教授 津川 浩一郎 先生 
岩手医科大学 外科学講座  助教 石田 和茂 先生 
ファシリテーター：岩手医科大学 外科学講座 講師 柏葉 匡寛 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：62 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-16 岩手医科大学 講演会「消化管がんの最新治療と将来の展望」 

■概要 
(1) 名称 

「消化管がんの最新治療と将来の展望～内科的・外科的治療および新規医療機器の開発～」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 7 月 29 日（水）15:00～17:50 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 2 講義室 
 

(3) 演者 

【第 1 部 一般講演】 
・早期胃癌に対する内視鏡的治療－内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）の適応と実際－ 

開運橋消化器内科クリニック院長、岩手医大非常勤講師 遠藤 昌樹 先生 
・進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の現状と期待 

岩手医科大学外科学講座 講師 大塚 幸喜 先生 
・通常の軟性内視鏡で使用可能な新規 ESD 機器の開発 

九州大学先端医療イノベーションセンター 助教 中楯 龍 先生 
 

【第 2 部 特別講演】 
・上部消化管がん治療：最先端科学技術を応用した内視鏡手術 

九州大学大学院医学研究院 臨床腫瘍外科 准教授 永井 英司 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：33 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-17 岩手医科大学 国際シンポジウム 
「イメージガイド下がん診断・治療と医用ロボットの展望 
 〜日本に於けるがん治療への応用～」 

■概要 
(1) 名称 

国際シンポジウム 
〜「イメージガイド下がん診断・治療と医用ロボットの展望 日本に於けるがん治療への応用～」 

 
(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 8 月 6 日（木）15:30～17:30 
講義会場：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング 11F ギャラクシー 
 

(3) 演者 

【第 1 部 講演】 
・「Innovative Technologies for Advanced Techno-Surgery」 

東京女子医科大学 先端生命医科学研究所 先端工学外科学分野  
特任助教 吉光 喜太郎 先生 

・「滋賀医科大学の医工連携による画像支援技術を用いた手術システムの研究開発」 
滋賀医科大学 バイオメディカル・イノベーションセンター  
革新的医療システム開発部門 特任助教 山田 篤史 先生 

・「術中 MRI システムを併用した脳腫瘍手術」 
山形大学 医学部 脳神経外科 准教授 櫻田 香 先生 

 
【第 2 部 特別講演】 
・「ハーバード大学医学部関連病院における画像誘導手術に関する臨床研究プログラムと産学連携活動」 

ハーバード大学 医学部 准教授 波多 伸彦 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：60 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-18 岩手医科大学 キッズキャンサーセミナー 

■概要 
(1) 名称 

「キッズキャンサーセミナー」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 8 月 8 日（土）13:00～16:40 
講義会場：岩手医科大学矢巾キャンパス東講義実習棟 2C 矢巾キャンパス災害時地域医療支援教育センター 
 

(3) 講師 

基礎講義「がんについて」 講師：岩手医科大学 緩和医療学科 教授 木村 祐輔 先生 
岩手医科大学附属病院 管理栄養士 菅原 侑子 先生 
岩手医科大学 高度看護研修センター 長澤 昌子 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：60 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-19 岩手医科大学 講演会 
「婦人科がん治療における腹腔鏡手術のあり方と展望」 

■概要 
(1) 名称 

「婦人科がん治療における腹腔鏡手術のあり方と展望」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 9 月 2 日（水）16:00～18:00 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

【第 1 部 講演】16:00～17:00 
1.「婦人科がん腹腔鏡手術の功罪～鳥取大学で立ち上げを図って～」  

鳥取大学器官制御外科学講座 生殖機能医学分野（産婦人科学）助教 
出浦 伊万里 先生 

 
2.「子宮体がんに対する低侵襲化治療への試み」 

順天堂大学 医学部・大学院医学研究科 産婦人科学教室 准教授  
寺尾 泰久 先生 

 
【第 2 部 特別講演】17:10～18:00 
「婦人科悪性疾患根治術においてどこまで腹腔鏡で施行可能か？」  

がん有明病院 産婦人科 医長 金尾 祐之 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：68 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-20 岩手医科大学 講演会「がん臨床試験の実際」 
～CRC および Paramedical の役割とプロトコール作成の実際～ 

■概要 
(1) 名称 

「がん臨床試験の実際」～CRC および Paramedical の役割とプロトコール作成の実際～ 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 9 月 18 日（金）18:00～20:30 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

【第 1 部】 
「がん臨床試験の在り方と CRC・DM・がん専門薬剤師のかかわり（初級編）」 

国立がん研究センター 研究支援センター  
Japan Clinical Oncology Group データセンター長 

福田 治彦 先生 
 

【第 2 部】 
「研究計画書の作成方法の要点（研究医師、看護師、倫理委員会委員などを対象に）」 

国立がん研究センター 研究支援センター  
Japan Clinical Oncology Group データセンター長 

福田 治彦 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：58 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 

・ポスター 
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4-21 岩手医科大学 講演会「肺癌個別化医療に求められる気管支鏡」 

■概要 
(1) 名称 

「肺癌個別化医療に求められる気管支鏡」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 5 日（月）18:00～19:00 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

「肺癌診療における 気管支鏡検査の最近の話題」 
北海道大学病院 内科 I 講師 品川 尚文 先生  

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：37 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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■資料 
・ポスター 
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4-22 岩手医科大学 講演会 
「医療現場におけるがん患者の就労支援」 

■概要 
(1) 名称 

「医療現場におけるがん患者の就労支援」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 18 日（日）14:30～15:20 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 2 講義室 
 

(3) 演者 

「医療現場におけるがん患者の就労支援」 
コマツ健康増進センタ 産業医 
国立がん研究センター がんサイバーシップ 外来研究員 
産業医科大学 産業医実務研修センター 非常勤助教 

平岡 晃 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：27 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-23 岩手医科大学 腫瘍センター講演会 
「骨転移診療のパラダイムシフト 
 ～骨転移カンファレンスの現状と課題、今後の展望～」 

■概要 
(1) 名称 

「骨転移診療のパラダイムシフト～骨転移カンファレンスの現状と課題、今後の展望～」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 22 日（金）18:00～19:30 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

【特別講演Ⅰ】 
「岩手医科大学附属病院における骨転移カンファレンスの初期経験と課題」 

岩手医科大学 放射線医学講座 助教 鈴木 智大 先生 
 

【特別講演Ⅱ】 
「骨転移へのアプローチ」 順天堂大学医学部 整形外科学講座 准教授 髙木 辰哉 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：54 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-24 岩手医科大学 セミナー「臨床研究セミナー」 

■概要 
(1) 名称 

セミナー「臨床研究セミナー」 
～医師だけでなく、メディカルスタッフ（看護師、薬剤師、技師等）の研究も、 
 医師と同じように審査され、評価される時代となりました。皆で勉強しましょう～ 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 28 日（木）17:45～18:45 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

「医師（初級）・看護師・薬剤師に必要な臨床試験の知識」 
佐久総合病院佐久医療センター 臨床研究・治験センター 
事務局長 新美 三由紀 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：48 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-25 岩手医科大学 講演会「がん免疫療法について」 

■概要 
(1) 名称 

「がん免疫療法について」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 2 月 16 日（火）18:00～19:00 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

「免疫療法が切り開く新しいがん治療法の潮流」 
山口大学大学院 医学系研究科 免疫学分野 教授 玉田 耕治 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：67 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-26 岩手医科大学「高校生キャンサーセミナー」 

■概要 
(1) 名称 

「高校生キャンサーセミナー」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 2 月 20 日（土）10:00～16:20 
講義会場：岩手医科大学矢巾キャンパス大堀講堂 矢巾キャンパス災害時地域医療支援教育センター 
 

(3) 内容 

1. オリエンテーション 講師：岩手医科大学 緩和医療学科 教授 木村 祐輔 先生 
 
2. 基礎講義「がん総論」 
・「がん総論とがんに対する化学療法」 

岩手医科大学 腫瘍内科学科 教授 伊藤 薫樹 先生 
・「がんの診断と外科治療」 岩手医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 志賀 清人 先生 

 
・「がんの放射線治療」 岩手医科大学 放射線医学講座 講師 及川 博文 先生 

 
・「化学療法における薬剤師の役割」 

岩手医科大学 薬剤部 がん薬物療法認定薬剤師 森 恵 先生 
・「がん看護」 岩手医科大学 看護部 がん放射線療法看護認定看護師 下田 弥生 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：105 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-27 岩手医科大学 講演会 
「頭頸部癌の超音波診断～新たな診断基準の策定と新技術の開発～」 

■概要 
(1) 名称 

「頭頸部癌の超音波診断～新たな診断基準の策定と新技術の開発～」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 3 月 11 日（金）18:00～19:30 
講義会場：岩手医科大学内丸キャンパス創立 60 周年記念館 9 階 第 1 講義室 
 

(3) 演者 

・「頭頸部癌頸部リンパ節の超音波診断」 
神奈川県立がんセンター 頭頸部外科 医長 古川 まどか 先生 

 
・「頭頸部領域での超音波エラストグラフィの活用法」 

鳥取大学医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 助教 福原 隆宏 先生  
 
・「造影超音波を用いた頭頸部癌頸部リンパ節の診断」 

岩手医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 助教 齋藤 大輔 先生 
 

(4) 参加者の概要 

参加者数：42 名 
 

(5) 主催 

岩手医科大学 
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4-28 岩手医科大学 キャンサーボード等 

■概要 
(1) 名称 

岩手県合同キャンサーボードミーティング 
 

(2) 日時 

・第 1 回 
開催日時：平成 28 年 1 月 21 日（木） 

 
・第 2 回 

開催日時：平成 28 年 2 月 23 日（火） 
 
・第 3 回 

開催日時：平成 28 年 3 月 17 日（木） 

■概要 
(1) 名称 

岩手緩和ケアテレカンファランス 
 

(2) 日時 

・第 66 回 
開催日時：平成 27 年 4 月 20 日（月） 
 

・第 67 回 
開催日時：平成 27 年 5 月 18 日（月） 
 

・第 68 回 
開催日時：平成 27 年 6 月 15 日（月） 
 

・第 69 回 
開催日時：平成 27 年 7 月 10 日（金） 
 

・第 70 回 
開催日時：平成 27 年 9 月 14 日（月） 
 

・第 71 回 
開催日時：平成 27 年 10 月 19 日（月） 
 

・第 72 回 
開催日時：平成 27 年 11 月 16 日（月） 
 

・第 73 回 
開催日時：平成 27 年 12 月 21 日（月） 
 

・第 74 回 
開催日時：平成 28 年 1 月 18 日（月） 
 

・第 75 回 
開催日時：平成 28 年 2 月 15 日（月） 
 

・第 76 回 
開催日時：平成 28 年 3 月 14 日（月） 
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■概要 
(1) 名称 

対話カフェ 
 

(2) 日時 

・第 1 回 
開催日時：平成 27 年 4 月 22 日（水） 
 

・第 2 回 
開催日時：平成 27 年 5 月 27 日（水） 
 

・第 3 回 
開催日時：平成 27 年 6 月 24 日（水） 
 

・第 4 回 
開催日時：平成 27 年 7 月 22 日（水） 
 

・第 5 回 
開催日時：平成 27 年 8 月 26 日（水） 
 

・第 6 回 
開催日時：平成 27 年 10 月 28 日（水） 
 

・第 7 回 
開催日時：平成 27 年 11 月 25 日（水） 
 

・第 8 回 
開催日時：平成 28 年 1 月 27 日（水） 
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4-29 東京理科大学 企画講座（セミナー等） 

■概要 
(1) 名称 

東京理科大学「第 31 回 薬学講座」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 17 日（土）10:30～17:00 
講義会場：東京理科大学 神楽坂キャンパス 1 号館 17 階（記念講堂） 
 

(3) 演者 

・「緩和ケアのスキルをみがくには？」 
埼玉県立がんセンター 緩和ケア科 科長 余宮 きのみ 先生 

・「生薬から見た漢方方剤解説（産婦人科疾患の漢方治療）」 
社会福祉法人相模更生会 総合相模更生病院 薬剤部長 稲葉 健二郎 先生 

・「現代医療における漢方薬の経済的有用性」 
日本経済大学大学院 経営学研究科 教授 赤瀬 朋秀 先生 

・「老化の分子機構 －細胞老化の生体における役割－」 
東京理科大学 理工学部 応用生物科学科 教授 大谷 直子 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：81 名 
 

(5) 主催 

東京理科大学 

■概要 
(1) 名称 

デジタル PCR 講習会 
 

(2) 日時 

開催日時：平成 27 年 10 月 5 日（月） 
 

(3) 参加者の概要 

参加者数：5 名 
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4-30 明治薬科大学 市民公開講座 

■概要 
(1) 名称 

市民公開講座「がん治療の新技術～中性子捕捉療法とドラッグデリバリーの応用～」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 17 日（土）13:00～14:30 
講義会場：明治薬科大学清瀬キャンパス 講義棟 1 階 104 講義室 
 

(3) 演者 

「がん治療の新技術～中性子捕捉療法とドラッグデリバリーの応用～」 
明治薬科大学 がん先端治療学：アルファ粒子線・免疫治療学 
寄付講座 教授 柳衛 宏宣 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：102 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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4-31 明治薬科大学 特別講演会 

■概要 
(1) 名称 

講演「米国イリノイ大学シカゴ校薬学部 Latha Radhakrishnan 先生による講演」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：第 1 回講演 平成 28 年 1 月 9 日（土）13:00～16:00 
第 2 回講演 平成 28 年 1 月 12 日（火）14:40～16:00 

講義会場：第 1 回講演 明治薬科大学清瀬キャンパス 講義棟 1 階 101 教室 
第 2 回講演 明治薬科大学清瀬キャンパス フロネシス棟 1 階 8112 教室 

 
(3) 講師 

・第 1 回講演 
演題：The Role of the Clinical Oncology Pharmacist in an Ambulatory Care Setting 

 
・第 2 回講演 

演題：Chemotherapy-induced Nausea and Vomiting 
Dr. Latha Radhakrishnan, Pharm.D., BCPS, BCOP 
Clinical Assistant Professor, Clinical Oncology Pharmacist 
University of Illinois at Chicago, College of Pharmacy 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：1 月 9 日 109 名 
1 月 12 日 318 名 

 
(5) 主催 

明治薬科大学 
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4-32 明治薬科大学 企画講座（セミナー等） 

■概要 
(1) 名称 

講演会「がん医療における薬剤師の役割」 
 

(2) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 3 月 5 日（土）13:00～16:00 
講義会場：明治薬科大学清瀬キャンパス 
 

(3) 演者 

「がん医療における薬剤師の役割」 
公益財団法人がん研究会がん有明病院 薬剤部 中野 泰寛 先生 
順天堂大学医学部附属練馬病院 薬剤科 閔 貴善 先生 

 
(4) 参加者の概要 

参加者数：100 名 
 

(5) 主催 

明治薬科大学 
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4-33 立教大学 企画講座（セミナー等） 

■概要 
(1) 名称 

親子で学ぶがん教育 
 

(2) 日時、会場、対象 

開催日時：平成 28 年 3 月 15 日（火）11:30～14:40 
※4 校時：11:30～12:10、5 校時：13:10～13:50、6 校時：14:00～14:40 

講義会場：立教小学校 
対  象：立教小学校 5 年生（3 クラス）及び保護者 

※授業は同じ内容を 1 クラス毎（計 3 回）に行う。 
 

(3) 講師 

順天堂大学 大学院 医学研究科 分子病理病態学 樋野 興夫 教授 
 

(4) 参加者数 

4 限 5C 組 生徒数：38 名 保護者：19 名 小学校教員：6 名 立教大学：3 名 
5 限 5A 組 生徒数：39 名 保護者：15 名 小学校教員：4 名 立教大学：2 名 
6 限 5B 組 生徒数：40 名 保護者：25 名 小学校教員：7 名 立教大学：2 名 
 

(5) 主催 

立教大学 
 

(6) 共催 

先導的がん医療開発研究センター 
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5. 連携大学 ICT 特別講義 

5-1 連携大学 ICT 特別講義 
『こどもの・自らのがんを、子どもにどう伝えるべきか？ 
 －CLS（チャイルド・ライフ・スペシャリスト）の役割を探る－』 

■概要 
(1) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 10 月 2 日（金）18:00～19:40 
講義会場：岩手医科大学 創立 60 周年記念館 9 階 2 番講義室 
 

(2) ゲストスピーカー 

聖路加国際病院 チャイルド・ライフ・スペシャリスト 三浦 絵莉子 
 
パネリスト 
・聖路加国際病院 チャイルド・ライフ・スペシャリスト 三浦 絵莉子 
・岩手医科大学 小児科学講座 准教授 遠藤 幹也 
・岩手医科大学 看護部 乳癌看護認定看護師  三浦 一穂 
・乳がん経験者 
 

(3) 主担当大学 

岩手医科大学 
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5-2 連携大学 ICT 特別講義－産官学連携－ 
『日本医療研究開発機構（AMED）と創薬支援について 
 ～橋渡し研究、臨床研究・治験の環境整備を中心に～』 

■概要 
(1) 日時、会場 

開催日時：平成 27 年 12 月 2 日（水）18:30～20:00 
講義会場：順天堂大学 センチュリータワー南 4 階 403 教室 
 

(2) ゲストスピーカー 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED） 
臨床研究・治験基盤事業部長 吉田 易範 
 

(3) 主担当大学 

順天堂大学／東京理科大学 
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5-3 連携大学 ICT 特別講義 
『必要とされるコミュニケーションスキル 
 スピリチュアルケアとディグニティセラピー』 

■概要 
(1) 日時、会場 

開催日時：平成 28 年 1 月 8 日（金）18:30～20:00 
講義会場：鳥取大学 医学部附属病院がんセンター 
 

(2) ゲストスピーカー 

筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター・水戸協同病院 
総合診療科部長 金井 貴夫 
 

(3) 主担当大学 

鳥取大学／島根大学 
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6. 共同カンファレンス等 

6-1 がんプロ乳腺臨床・研究 TV カンファレンス 

■概要 
(1) 名称 

乳腺臨床・研究 TV カンファレンス 
 

(2) 日時、参加大学 

・第 1 回 
開催日時：平成 27 年 4 月 22 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 2 回 

開催日時：平成 27 年 5 月 27 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 3 回 

開催日時：平成 27 年 6 月 24 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 4 回 

開催日時：平成 27 年 7 月 22 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、鳥取大学 

 
・第 5 回 

開催日時：平成 27 年 8 月 26 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 6 回 

開催日時：平成 27 年 9 月 30 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、岩手医科大学 

 
・第 7 回 

開催日時：平成 27 年 11 月 25 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 8 回 

開催日時：平成 28 年 1 月 27 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、鳥取大学 

 
・第 9 回 

開催日時：平成 28 年 2 月 24 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
・第 10 回 

開催日時：平成 28 年 3 月 30 日（水）19:00～20:00 
参加大学：順天堂大学、鳥取大学、岩手医科大学 
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6-2 がんプロ放射線 TV カンファレンス 

■概要 
(1) 名称 

がんプロ放射線 TV カンファレンス 
 

(2) 日時、参加大学 

・第 1 回 
開催日時：平成 27 年 5 月 22 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、岩手医科大学 

 
・第 2 回 

開催日時：平成 27 年 7 月 31 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、岩手医科大学 

 
・第 3 回 

開催日時：平成 27 年 9 月 18 日（金）17:00～17:50 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学 

 
・第 4 回 

開催日時：平成 27 年 12 月 11 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、岩手医科大学 

 
・第 5 回 

開催日時：平成 28 年 3 月 4 日（金）17:00～18:00 
参加大学：順天堂大学、島根大学、鳥取大学、岩手医科大学 

 
 

6-3 がんプロ薬剤師関連カンファレンス 

■概要 
(1) 名称 

薬剤師関連カンファレンス 
 

(2) 日時、参加大学 

・第 1 回 
開催日時：平成 27 年 10 月 28 日（金）18:00～19:05 
参加大学：順天堂大学、島根大学、岩手医科大学、東京理科大学 

 
 

6-4 がんプロ共同研究カンファレンス 

■概要 
(1) 名称 

共同研究カンファレンス 
 

(2) 日時、参加大学 

・第 1 回 
開催日時：平成 27 年 7 月 23 日（木）9:30～11:00 
参加大学：順天堂大学、東京理科大学 
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6-5 がんプロ共同研究 

■概要 

・共同研究①「がん化学療法に伴う好中球減少と SIRT1 遺伝子発現に関する検討の共同研究について」 
（順天堂大学－島根大学－岩手医科大学－東京理科大学） 

 
・共同研究②（順天堂大学－東京理科大学） 
 
・共同研究③「小細胞肺癌の新規早期診断マーカーに関する検討」 

（順天堂大学－明治薬科大学） 
 
・共同研究④「薬物トランスポーターと抗がん剤耐性について」 

（順天堂大学－明治薬科大学） 
 

・共同研究⑤「GPCR の作働薬、拮抗薬の開発」 
（順天堂大学－東京理科大学） 

 
・共同研究⑥「マクロファージ炎症反応阻害薬の開発」 

（順天堂大学－東京理科大学） 
 
・共同研究⑦「抗がん剤によるＦＮ対応調査内容」（検討中） 

（順天堂医院 薬剤部－東京理科） 
 
・共同研究⑧「デジタル PCR を用いたがん研究」 

（順天堂大学－東京理科大学） 
 
・共同研究⑨「粒子線治療における原子核反応データの研究」 

（立教大学－順天堂大学） 
 
・共同研究⑩「テネイシン C の癌浸潤部での発現解析」 

（順天堂大学－東京理科大学） 
 
・共同研究⑪「サーチュイン I の化学療法時の副作用への関与解析」 

（順天堂大学－島根大学－東京理科大学） 
 
・共同研究⑫「乳癌化学療法時の最適制吐剤探求に関する臨床試験 TTT」 

（順天堂－鳥取－岩手医科－島根－東京理科） 
 
・共同研究⑬「ALDH2 遺伝子多型と吐気の強度に関する ACHIVE 試験」 

（順天堂大学－東京理科大学） 
 
・共同研究⑭「アカデミック・ディテーリングデータベースに関する試み」 

（順天堂大学－東京理科大学） 
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6-6 がんプロ海外研修 

■海外研修 1 
(1) 名称 

「Medical Innovation Tour – MD Anderson Cancer Center & Baylor Collage of Medicine –」 
 

(2) 期間、研修先 

研修期間：平成 28 年 2 月 28 日～3 月 7 日 
研 修 先：米国 MD Anderson Cancer Center (Inpatient Pharmacy, Simulation Center, Proton center) 

 
(3) 参加者の概要 

参加者数：順天堂大学（教員 1 名、学生 3 名） 
岩手医科大学（教員 1 名） 

■海外研修 2 
(1) 名称 

「山陰がん認定医療スタッフ育成コース（インテンシブ）海外研修」 
 

(2) 期間、研修先 

研修期間：平成 28 年 3 月 7 日～10 日 
研 修 先：トーマスジェファーソン大学（アメリカ フィラデルフィア） 

Jefferson Medical College 
Office of the Dean 1025 Walnut Street Philadelphia, PA 19107 
ホームページ：http://www.jefferson.edu/jmc.html 

 
(3) 参加者の概要 

参加者数：2 名 
島根大学医学部 内科学講座 呼吸器・臨床腫瘍学 教授 礒部 威 
島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科 医科医員 木庭 尚哉 
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■資料 
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7. ニュースレター 

7-1 ニュースレター第 13 号 

 



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 
 

146 

 

 



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 

147 

 

 
  



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 
 

148 

 

 
  



第 3 編 平成 27 年度の取り組み 

149 
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7-2 ニュースレター第 14 号 
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7-3 ニュースレター第 15 号 
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7-4 ニュースレター第 16 号 
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1. 運営連絡会 

1-1 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（27－1） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 27 年 5 月 26 日（火）14:00～ 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 4 階 405 教室 
 

(2) 議題 

1. 平成 26 年度 実績報告書の提出について 
2. 5 月 18 日 全国がんプロ協議会総会について 
3. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）2014 年度の実績報告 
 2）コンサルティングの受付状況 
 3）今後の予定について 
4. 平成 27 年度外部評価委員会について 
5. 中間評価結果について 
6. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［開催連絡 5 件］［終了報告 1 件］ 
 2）鳥取大学    ［開催連絡 3 件］［終了報告 1 件］ 
 3）岩手医科大学  ［開催連絡 4 件］ 
 4）東京理科大学  ［開催連絡 1 件］ 
 5）明治薬科大学  
 6）立教大学    ［開催連絡 1 件］ 
 7）順天堂大学   ［終了報告 1 件］ 
7. その他 
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1-2 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（27－2） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 27 年 7 月 14 日（火）14:15～ 

開催場所：各大学内会場 
 

(2) 議題 

1. 中間評価結果と改善計画について 
2. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）今後の予定について 
 2）コンサルティングの受付状況 
3. 養成実績調査について 
4. 外部評価委員会について 
5. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［開催連絡 1 件］［終了報告 4 件］ 
 2）鳥取大学    ［開催連絡 2 件］［終了報告 2 件］ 
 3）岩手医科大学  ［開催連絡 2 件］ 
 4）東京理科大学  ［開催連絡 1 件］［終了報告 1 件］ 
 5）明治薬科大学  
 6）立教大学    ［開催連絡 1 件］［その他 2 件］ 
 7）順天堂大学   ［終了報告 1 件］ 
6. その他 
 

 

1-3 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（27－3） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 27 年 8 月 29 日（土）連携 FD 研修会（岩手医科大学）開催時 

開催場所：盛岡地域交流センター（マリオス） 
 

(2) 議題 

1. 養成実績調査について 
2. 外部評価委員会について 
3. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
 1）今後の予定について 
 2）コンサルティングの受付状況 
4. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［開催連絡 4 件］［終了報告 3 件］ 
 2）鳥取大学    ［終了報告 2 件］［連絡 1 件］ 
 3）岩手医科大学  ［開催連絡 2 件］［終了報告 4 件］ 
 4）東京理科大学 
 5）明治薬科大学  ［開催連絡 3 件］ 
 6）立教大学    ［開催連絡 1 件］ 
 7）順天堂大学 
5. その他 
 中間評価結果と改善計画書について 
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1-4 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（27－4） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 27 年 11 月 13 日（金）外部評価委員会終了後 

開催場所：順天堂大学 本郷・お茶の水キャンパス センチュリータワー北棟 3 階 306 教室 
 

(2) 議題 

1. 全国がんプロ協議会 合同フォーラムについて 
2. 全国がんプロ協議会 第 6 回緩和医療部会 開催連絡 
3. 外部評価委員会について 
4. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
5. がん教育について 
6. 次年度計画について 
7. 次年度予算について 
8. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［開催連絡 5 件］［終了報告 4 件］ 
 2）鳥取大学    ［終了報告 2 件］ 
 3）岩手医科大学  ［終了報告 6 件］ 
 4）東京理科大学  ［終了報告 1 件］ 
 5）明治薬科大学  ［開催連絡 2 件］［終了報告 1 件］ 
 6）立教大学    ［開催連絡 1 件］ 
 7）順天堂大学   ［開催連絡 1 件］ 
9. その他 
 
 

1-5 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（27－5） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 28 年 1 月 20 日（水）全国がんプロ協議会 合同フォーラム 終了後  

開催場所：林野会館 
 

(2) 議題 

1. 全国がんプロ協議会 合同フォーラムについて 
2. 外部評価委員会 評価結果について 
3. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
4. 第 4 回臨床研究研修会（合宿）について 
5. 次年度計画について 
6. 次年度予算について 
7. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［終了報告 4 件］ 
 2）鳥取大学    ［終了報告 3 件］ 
 3）岩手医科大学  ［開催連絡 4 件］ 
 4）東京理科大学 
 5）明治薬科大学  ［終了報告 1 件］ 
 6）立教大学    ［終了報告 1 件］［その他 2 件］ 
 7）順天堂大学   ［終了報告 2 件］ 
8. その他 
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1-6 がんプロ連携 7 大学運営連絡会（TV 会議）（27－6） 

(1) 日時・場所 

開催日時：平成 28 年 3 月 8 日（火）14:15～ 

開催場所：各大学内会場 
 

(2) 議題 

1. 全国がんプロ協議会 合同フォーラムについて 
2. 中間評価改善計画書のフォローアップ調査について 
3. 先導的がん医療開発研究センターからの報告について 
4. 第 4 回臨床研究研修会（合宿）について 
5. 次年度計画について 
6. 次年度予算について 
7. 各連携大学からの連絡事項（シンポジウム等の開催情報） 
 1）島根大学    ［終了報告 7 件］ 
 2）鳥取大学    ［終了報告 2 件］ 
 3）岩手医科大学  ［終了報告 4 件］ 
 4）東京理科大学 
 5）明治薬科大学  ［終了報告 1 件］ 
 6）立教大学    ［開催連絡 1 件］［その他 2 件］ 
 7）順天堂大学   ［終了報告 1 件］［その他 1 件］ 
8. その他 
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